19-20世紀転換期ウィーンのスポーツ界における反ユダヤ主義とシオニズム : S. C. ハコア・ウィーンの歴史(1) by 古田 善文
はじめに
　本稿は、「スポーツと政治」の関係を、1909 年にウィーンで創設されたユダ






























年に続く 1926 年と 1927 年の夏期シーズンオフに、ハコアはアメリカ合衆国へ
2 度にわたって遠征に赴き、ニューヨークをはじめとする当地のサッカーファ
ンやユダヤ市民をおおいに熱狂させた。






































 1） 戦後におけるハコア研究の本格的出発は、1938 年の独墺合邦から 50 年を目前にし
た 1987 年に刊行された次の著作に始まる。John Bunzl （Hrsg.）, Hoppauf  Hakoah. 
Jüdischer Sport in Österreich, Von den Anfängen bis in die Gegenwart, Wien 1987　これを
機に大学の Diplomarbeit などの研究対象にもハコアが取り上げられるなったよう
になった。例えば以下を参照。Ulrike Maria Gschwandtner, Jüdischer Sport in einer 
antisemitischen Umwelt. Kontinuitäten antisemitischer Verhaltensmuster im österreichischen 
Sport des 20. Jahrhunderts, exemplarisch behandelt am Beispiel des jüdischen Sportklubs „Ha-
koah“, （Diplomarbeit）, Salzburg 1989　1995 年には「ウィーン市ユダヤ博物館（Das 
獨協大学ドイツ学研究4
Jüdische Museum der Stadt Wien）」（1988 年創設）も「ハコア展」を開催し、有益
な展覧会カタログを編纂している。Jüdisches Museum der Stadt Wien （Hrsg.）, 
HAKOAH. Ein jüdischer Sportverein in Wien 1909-1995. Zur Ausstellung „HOPPAUF 
HAKOAH“. EIN JÜDISCHER SPORTVEREIN IN WIEN 1909-1995 im Jüdischen 
Museum in Wien, 5. Mai bis 30. Juli 1995, Wien 1995　さらに、ハコアの誕生から 100
年となる 2009 年頃にはハコア研究の集大成となる以下の著作が公刊されている。
Susanne Helene Betz / Monika Löscher / Pia Schölnberger （Hrsg.）, „... mehr als ein 
Sportverein“. 100 Jahre Hakoah Wien 1909-2009, Innsbruck/Wien/Bozen 2009； Simon 
Schwaiger, Sportklub Hakoah Wien. Ikone jüdischen Selbstbewusstseins, Saarbrücken 2009
その他、オーストリアのユダヤ・サッカーの発展史について論じた成果に以下があ
る。Michael Lechner, „Wie vom anderen Stern“ － Jüdischer Fußball in Wien （1909-
1938）. Eine Kultur- und Sportgeschichte, Saarbrücken 2010 またハコアを含め欧州のユ
ダヤとサッカーの関係を広く扱った研究書に以下がある。Dietrich Schulze-Mar-
meling （Hrsg.）, Davidstern und Lederball. Die Geschichte der Juden im deutschen und inter-
nationalen Fußball, Göttingen 2003





第 1 刷、33 頁。ヘルツルの経歴等については、佐藤康彦「訳者あとがき―ヘル
ツルと『ユダヤ人国家』―」、前掲書、186-198 頁、ウォルター・ラカー（高坂誠
訳）『ユダヤ人問題とシオニズムの歴史』第三書館 1987 年、124-200 頁を参照。
 3） 例えば、1892 年にレンベルクで創設された「ユダヤ民族主義党」はユダヤ民族主
義者やシオニストを結集する政党だったが、1919 年 2 月 16 日に実施されたオース
トリア第 1 共和国憲法制定国民議会選挙（普通平等選挙）において、同党は地盤と
するウィーンでも僅かに 7,760 票を獲得したにとどまった（ウィーンのユダヤ人口
に関する第 1 章の注 10） も併せて参照されたい）。Dieter J. Hecht, Die Jüdischnatio-





りか、シオニストと思われることを恐れたからである。Schwaiger, a.a.O., S. 16
 4） 最初のオールラウンド型のユダヤ・スポーツ競技団体はウィーンのハコアであった
が、類似の団体が相次いで誕生した。それらは Achduth、Hapoel、Hasmonea、
Jüdischer Athletik Club、Kadima などである。また、ハコアの登場と活躍を契機
にして、ユダヤの体操競技団体も他の競技部門を増加させることになった。第 1 次
世界大戦後も、多くのユダヤ選手が Wiener-Amateur-Sportverband（1926 年以降
Austria と改称）や die Vienna、WAC などの非ユダヤ系のスポーツクラブに属し
活動を展開していた。Bunzl, a.a.O., S. 24






に応じてウィーンのそれには大きく及ばなかった。Schwaiger, a.a.O., S. 15
 6） Jüdisches Museum der Stadt Wien (Hrsg.), a.a.O., S. 82f. 第 2 次世界大戦後再建され
た現在のハコアは、前身の組織に比べると政治色を排除し、「ユダヤの若者を肉体
的には健全でスポーツ的には鉄のように強い人間をつくりあげること」を課題にし
て 設 立 さ れ た。„Unsere Aufgaben“: in: Nachrichtenblatt des Sportklub（sic） Hakoah, 




年 12 月 30 日閲覧）
 7） 1894 年にフランスの根深い反ユダヤ主義を背景にして起きた冤罪事件である。ド
イツのスパイとして逮捕されたユダヤのドレフュス大尉は南米ギアナへ流刑となる
が、文豪ゾラや歴史家モノーの救援活動で 1899 年に再審、1906 年には無罪を勝ち
取り、彼の名誉も回復された。この事件を通じて、フランスにおける世論はドレ
フュス糾弾派と擁護派に二分され、同国の政治・社会も危機に陥った。以上の記述



















































































わら、1882 年より「第 1 ウィーン体操協会」の体操理事会（Turnrat）で協会
運営に従事していたが、1886 年 6 月 28 日に彼の下したひとつの決定が大騒動
を引き起こした。それは、同協会の 25 周年を記念して実施予定となっていた















3 条が、1887 年 4 月 3 日にユダヤ会員の排除を定めたことを指している。当日















　一連の対立の結果、1889 年 1 月 27 日、「第 15 管区」の構成組織のひとつで
あった「下オーストリア州体操管区（Der Niederösterreichische Turngau）」
に所属する団体のうち、キースリングを支持する 12 団体（「第 1 ウィーン体操
協会」を含む）が、新たにキースリングを含めた 8 人委員会を結成することを
決定した22）。そして、この 8 人委員会の手によって新規約が策定されると、
1889 年 10 月 6 日に開催された臨時の体操管区会議で「下オーストリア州体操
管区」は、ウィーンを本部として創設された新上部組織「ドイツ体操同盟
（Deutscher Turnbund: D.T.B.）」に移行するとの決定がなされた23）。ちなみに、
この「ドイツ体操同盟」は、結成間もない 1890 年 1 月 1 日時点で、すでに傘
下団体 22 と構成員 2,690 人を抱えていた24）。さらに 1904 年には「第 15 管区」




大きな反ユダヤ主義的団体へと変貌する。それが 1919 年 9 月 7 日にリンツで







 2） Österreichischer Turnerbund （Hrsg.）, 50 Jahre ÖTB－1952 bis 2002, Wels 2002, S. 6 
（http://www. oetb.at/fileadmin/Daten/Wirueberuns/Chronik/entstehung_
aus_50_jahre_oetb_festschrift.pdf：2015 年 10 月 21 日閲覧）
 3） Ebenda
 4） Ebenda, S.7; Michael Wladika, Hitlers Vätergeneration. Die Ursprünge des Nationalsozia-
lismus in der k.u.k. Monarchie, Wien / Köln/ Weimar 2005, S. 201
 5） Gschwandtner, a.a.O., S. 11
 6） 1861 年に創設された体操競技団体。創設者は 1848 年革命においてウィーンの学生
義勇軍（Wiener Akademische Legion）の将校として重要な役割を果たしたユリウ




れる。Francis Louis Carsten, Faschismus in Österreich. Von Schönerer zu Hitler, Mün-
chen 1977, S. 10
 7） キースリングの没年は 1940 年である。研究者としてのキースリングは上オースト
リア州ヴァルトフィアテル北東部の旧石器時代の遺跡研究を主要テーマとし、代表
的研究とされるものに、Das Plateaulehm-Paläolithikum des nordöstlichen Wald-
viertels von N.Ö., gem. mit H. Obermaier, in: Mitt. der Anthropolog. Ges. in Wien, Bd. 
41, 1911, S. 1 ff. がある。また彼の略歴・業績を紹介した URL に以下がある。
http://www. biographien. ac.at/oebl/oebl_K/Kiessling_Franz-Xaver_1859_1940.
xml（2016 年 12 月 27 日閲覧）。








 9） Ebenda, S. 14
10） 1869 年の①ウィーンの人口数と②ユダヤの数（および人口比）はそれぞれ① 60 万
7,510 人と② 4 万 227 人（人口比 6.6％）であったが、1890 年には① 82 万 7,567 人と
② 9 万 9,441 人（12.0％）へと急増している。これはウィーンの増加人口の実に
26.9％がユダヤの人々であったことを意味している。なお、これに 1890 年に新設
された 11 区から 20 区を含めるとその数は① 136 万 4,548 人、② 11 万 8,495 人
（8.7％）となる。Ivar Oxaal, The Jews of  pre-1914 Vienna: Two Working Papers, Hull 
1980, p. 60, aus: Steven Beller, Vienna and the Jews 1867-1938. A cultural history, Cam-
bridge/New York/Port Chester/Melbourne/Sydney 1989, p. 44
11） Carsten, a.a.O., S. 14
12） Ebenda, S. 15　この請願書には「ユダヤは（地区住民に）人道主義も寛容性も示す
ことのない異質な民族および人種である」こと、「嘘偽りを駆使して（地区住民か
ら）持ち物を強奪し、（地区住民を）抑圧することを自分たちの権利と見なしてい
る」こと、等が記されていたとされる。Carsten, a.a.O., S. 15
13） Wladika, a.a.O., S. 200.
14） Ebenda, S. 200f. 
15） Ebenda, S. 201
16） Gschwandtner, a.a.O., S. 11　原文は „Vereinsangehörige können nur Deutsche （ari-
scher Abkunft） sein, deren Aufnahme vom Turnrathe bestätigt wird.“ であった。
17） 筆者の手元にあるオーストリア国立図書館所蔵の「ドイツ体操協会オッタクリング
（Deutsche Turnerschaft Ottakring）」の会則（Satzungen）第 4 条（全 25 条）「入
会条件」には「会員になれるのはドイツの民族系統に属し、品行方正な評判と経歴
をもち、少なくとも 18 歳に達したアーリアの出自である男性および女性のみであ
る」と記されている。Satzungen des Vereines „Deutsche Turnerschaft Ottakring“ in Wien, 
Nekham/Wien （o.J.）, S. 2　この地区組織はその名称が示すように本来は穏健派の
「ドイツ体操協会」の支部組織であったが、本文で見た 1889 年の一連の混乱の中、
キースリングを支持した 12 団体（後述注 22 を参照）のひとつとして「ドイツ体操
協会」から除名され、のちに 1889 年創設の「ドイツ体操同盟」に合流している。
つまりこの作成年が記載されていない規約は、1887 年 4 月から 1889 年 10 月までの
間に策定されたものと推測できる。
18） Gschwandtner, a.a.O, S. 13
19） Hajo Bernett, „Der Aufstieg der jüdischen Sportbewegung und ihre Zerschlagung 
durch das Hitler-Regime“, in: Jüdisches Museum der Stadt Wien （Hrsg.）, a.a.O., S. 
75
20） Ebenda
21） Gschwandtner, a.a.O., S. 13　なお、キースリングは 1900 年から 1905 年にかけて
『民族的な体操をめぐる私闘の歴史に関する寄稿』と題する大部のパンフレットを
発行して、彼の立場を弁明している。Franz Kießling （Verfasst von）, Beiträge zur 
Geschichte der völkischen Turnfehde, Wien 1900-1905




Turnerverbindung „Friesen“であった。Wladika, a.a.O., S. 203
23）Ebenda
24） Ebenda, S. 204
25） Gschwandtner, a.a.O., S. 13
26） Ebenda, S. 14 ここで統合された団体は、Der Turnkreis Deutsch-Österreich、Der 
Deutsche Turnerbund 1889, Der Verband alldeutscher Turnvereine “Arndt”の 3 つ
であった。また、当時のオーストリアには民族主義的な Deutscher Turnerbund 
1919 以外にも、労働者の体操競技団体である Deutscher Arbeiter Turn- und Sport-
bund と保守・キリスト教系団体の Reichsverband Christlich Deutsche Turnvereine 
Österreichs があった。Österreichischer Turnerbund （Hrsg.）, a.a.O., S. 8 の „Turn-
geschichtliche Verbandsübersichttafel“ を参照。これらにシオニストのハコアが加
わる。
27） Wladika, a.a.O., S. 204
2．シオニストの対応：マックス・ノルダウの「逞しきユダヤ」思想
（1）　第 2回シオニスト会議におけるノルダウ演説
　「第 1 ウィーン体操協会」が、1887 年に「アーリア条項」を導入し、その後
多くの体操団体がこれにならってユダヤ会員を排斥しはじめると、ユダヤ側も
これに異議を唱え始める。
　その代表例が、1898 年 8 月 28 日バーゼルでの第 2 回シオニスト会議1）の席
上、会議創設者のテオドール・ヘルツルの盟友、マックス・ノルダウ2）によっ
て提唱された「逞しきユダヤ」という新しい概念である3）。ノルダウは、ラビ
（ユダヤ教僧侶）を父親に持つブダペスト生まれ（1849 年 7 月 29 日）のユダ
ヤ知識人である。彼はパリを活動拠点とした作家、医師および文化批評家であ
ると同時に、シオニズム運動の代表的指導者としても名を知られた人物であっ



































gie des Fin de siècle: Der Kulturkritiker, Arzt und Zionist Max Nordau）』によ
ると、ノルダウは第 2 回シオニスト会議の翌 1899 年 1 月 26 日、ウィーンで
2,200 人の聴衆を前にシオニズムをテーマにした講演会を行っている。その 2
日後の 28 日にはベルリンで 4,500 人を集めて講演し、パリへの帰途立ち寄っ
たケルンでも当地のシオニスト達に持論を展開している11）。
　ちなみに、第 3 回シオニスト会議（1899 年 8 月 15 日於バーゼル）および第
4 回シオニスト会議（1900 年 8 月 13 日於ロンドン）において、ノルダウは「逞
しきユダヤ」について言及していない。しかし、再びバーゼルに会場を移した




















































ニエル・ワイルドマン（Daniel Wildmann）が 2011 年に発表した論稿が、興
味深い仮説を提示しているのでここで紹介しておく。






















 1） 第 1 回シオニスト会議は、著名なウィーンのジャーナリスト、テオドール・ヘルツ
ルの提唱によって、1897 年 8 月 29 日から 31 日にかけてスイスのバーゼルで開催さ
れた。各国のユダヤ評議会が選出した 197 名の代表が参加した第 1 回大会の模様に
ついては、ラカー、前掲書、153-158 頁、を参照。
 2） マックス・ノルダウの経歴等については以下を参照。Nadia Guth Biasini, „Max 
Nordau“, in: Heiko Haumann（Hrsg.）, Der Erste Zionistenkongress von 1897. Ursachen, 
Bedeutung, Aktualität, Basel / Freiburg / Paris / London /New York / New Dehli 
/Bangkok /Singapore /Tokyo /Sydney 1997, S. 167
 3） Karl Haber, „Kleine Chronik der Hakoah Wien－Teil I: 1909-1938“, in: Jüdisches 
Museum der Stadt Wien （Hrsg.）, a.a.O., S. 23
 4） 第 1 回シオニスト会議におけるノルダウ演説についての簡略な紹介については以下
を参照されたい。ラカー、前掲書、155-156 頁および 554-555 頁。この日のノルダ
ウの演説をヘルツルは「我々の時代の記念碑」、「青銅よりも長続きする記念碑」と
述べとても高く評価している。ラカー、前掲書、156 頁。
 5） この日のノルダウ演説の全文は以下を参照。II. Kongressrede （Basel 28. August 
1898）, in: Zionistisches Aktionskomitee（Hrsg.）, Max Nordau’s Zionistische Schriften, 
Köln/Leipzig 1909, S. 58-76 
 6） ノルダウの「ドレフュス事件」およびフランスの反ユダヤ主義批判については、
II. Kongressrede （Basel 28. August 1898）, in: Zionistisches Aktionskomitee
（Hrsg.）, a.a.O., S. 61-66 を参照。
 7） Ebenda, S. 68 
 8） Ebenda, S. 72
 9） Ebenda
10）以上は、S. ヘルマン/W. クライバー（樋口進訳）『よくわかるイスラエル史―ア
ブラハムからバル・コクバまで』教文館 2003 年初版 2004 年再版、194-195 頁を参
照。
11） Christoph Schulte, Psychopathologie des Fin de siècle: Der Kulturkritiker, Arzt und Zionist 
Max Nordau, Frankfurt am Main 1997, S. 306
12） V. Kongressrede （Basel, 27. Dezember 1901）, in: Zionistisches Aktionskomitee 
(Hrsg.), a.a.O., S. 132
13） Max Nordau, „Muskeljudentum“ in: „Jüdische Turnzeitung“, Juni 1900, aus: Zio-
nistisches Aktionskomitee, a.a.O., S. 380f.
14） Max Nordau, „Was bedeutet das Turnen für uns Juden?“, in: Jüdische Turnzeitung, 
Juli 1902, aus: Zionistisches Aktionskomitee (Hrsg.), a.a.O., S.382
15） Ebenda, S. 386
16） Daniel Wildmann, „Muskeljuden, turnende Juden und moralische Juden“, in: Gise-
la Dachs u.a. （Hrsg.）: Sport. JÜDISCHER ALMANACH der Leo Beck Institute, Ber-
lin 1.Auflage, 2011, S. 111
獨協大学ドイツ学研究18
17） Ebenda, S. 104f. 
18） Ebenda, S. 105f. 
19） Ebenda, S. 105 ただし 1960 年に発表されたある論文によると「逞しきキリスト教」
という語が初めて登場したのはキングスレーが書いたクリミア戦争出征兵士徴募用
の宣伝小説『ホー !（Westward Ho!）』（1855 年）であったとされる。詳細は Willi-
am E. Winn: “Tom Brown’s Schooldays And The Development Of  ‘Muscular 
Christianity’”, in: Church History, Vol. 29, No. 1 （Mar., 1960）, p. 66 を参照。（ここで
は https://writingbio.qwriting.qc.cuny.edu/files/2011/08/tombrownmuscularchris-





























体操協会（Der Erste Wiener Jüdische Turnverein：1899 年創設）」に加入し、
活動を継続していくことになる4）。
　「第 1 ウィーン・ユダヤ体操協会」のメンバー数は 1901 年 11 月時点で 193
人、翌年初めには 250 人を超えていたとされる5）。この団体の活動は至極活発






















く。ある研究によれば、1909 年のハコア創設後、1913 年までにさらに 6 つの
ユダヤ体操競技団体が成立したとされる7）。
 1） Bernett, a.a.O., S. 76
 2） Ebenda
 3） Schwaiger, a.a.O., S. 8
 4） Michaela Gangl, „Hoppauf, Herr Jud!“ Aspekte jüdischen Lebens im Wien der Zwischen-
kriegszeit am Beispiel Friedrich Torberg, Wien 1998 （Diplomarbeit der Universität 
Wien）, S. 50; Bernett, a.a.O., S. 76
 5） Gangl, a.a.O., S. 51
 6） Ebenda
















































ユダヤのサッカークラブ（Vivó és Athlétkai Club Budapest）と、ウィーンの
「ヴィエンナ・クリケット & サッカークラブ（Vienna Cricket and Football 
Club）」の補欠チーム（Reserve）が対戦した。まさにこの試合の裏でハコア
創設の提案がハンガリーチームからなされたようである2）。
　第 1 次世界大戦後の 1920 年代に書かれたと思われるハコアのパンフレット
































































確に記載されていた。例えば、1932 年 2 月発行の『ハコア水泳クラブ通信













 1） Dietrich Schulze-Marmeling, „Aus der Geschichte gedrängt: Der deutsche Fußball 
und seine Juden,“ in: Gisela Dachs, a.a.O., S. 75
 2） Die Hakoah. Ihr Weg von der vierten in die erste Klasse, Wien （o.J.）, S. 3
 3） Dr. Lipót Weiss: リポットはウィーンのハコア創設者のひとりで、ブダペストの







た。以上は、Ignaz Hermann Körner, Lexikon jüdischer Sportler in Wien 1900-1938, 
Wien 2008, S. 222 の記述を参考にした。









ner, a.a.O., S. 220f. の記述を参考にした。
 5） Die Hakoah, a.a.O., S. 4




1921 年、レーナーはハコアの名誉会員に任命され、後年の会長不在期には 1 年間
だけ会長職に選出された。ナチによる独墺合邦直後、強制収容所に収監されひどい
扱いと苦しみを受けた。以上は、Körner, a.a.O., S. 142 の記述を参考にした。
 7） Die Hakoah, a.a.O., S. 4　ハコア設立メンバーのひとりであったアルトゥール・バー
ル（Arthur Baar）の回顧録によれば、公式の設立集会は 1909 年 9 月 26 日、ウィー




Fußballgeschichten. Ernstes und Heiteres. Hakoah, Wien, Israel 1974, S. 7
 8） Die Hakoah, a.a.O., S. 4
 9） Ebenda　なお前掲のバールの回顧録によれば、この会長はプラハ出身のユダヤ
Dr. Ignaz Abeles で、ハコアからの入会申請書が読み上げられた時、あからさまに
不快感を隠そうとはしなかった、とされる。Baar, a.a.O., S. 14
10） Hans Martin Mauthner については Körner, a.a.O., S. 154 も参照。




これに対して、ハコア加入に賛同したのが S.C. Rapid の（バールの記憶では恐ら
く）Dyonis Schönecker で、彼は「一番下のクラスの小さなクラブなど何の害にも
ならない」と述べたとされる。議論の応酬は続いたが、結局ハコアは 1910 年に加
盟クラブ急増を理由として新設された最下層の II.C クラス（旧来は 3 クラスであっ
たが 4 クラスに増設）への加入が認められた。Baar, a.a.O., S. 14f.
12） Ebenda
13） Bunzl, a.a.O., S. 24
14） Monika Löscher: „...aus den verlachten Judenjungen sind nun doch junge Juden 
geworden...“, in: Susanne Helene Betz / Monika Löscher / Pia Schölnberger 
（Hrsg.）, a.a.O., S. 25
15） Gschwandtner, a.a.O., S. 19




















 1） 例えばウィーンは 19 世紀からシオニズム運動に傾倒する学生が集結する学生組合
の中心地でもあった。ある研究者によれば、1882 年秋に非正統派教徒 Ahawat-Zi-
on のメンバーとユダヤ学生の一部がユダヤ民族主義的な学生組合（Studentenver-









ほとんどがウィーンにあったとされる。Peter Haber, „Zionismus in Österreich“, 
in: Heiko Haumann （Hrsg.）, a.a.O., S.110f.　このことからも、シオニズム学生組合
のメンバーであると同時にハコアの構成員であるケースは多かったものと推測され
るが、今後の検討が必要となる。
 〔付記〕　本稿は、2015 年度獨協大学特別研究休暇による成果の一部である。
